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は
じ
め
に
、
学
科
総
代
の

前
田
大
輔
さ
ん
（
み
ど
り
・

北
海
道
栗
山
高
）
、
山
川
倖

平
さ
ん
（
商
経
・
山
形
県
山

形
市
立
商
業
高
）
に
寺
本
千

名
夫
学
長
が
学
位
記
を
授

与
。
川
島
記
念
学
術
賞
を
受

賞
し
た
近
藤
裕
美
さ
ん
に
湯

浅
敏
明
専
修
大
学
常
務
理
事

か
ら
賞
状
と
記
念
メ
ダ
ル

が
、
学
長
賞
を
受
賞
し
た
４

人
に
寺
本
学
長
か
ら
賞
状
と

記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

寺
本
学
長
は
式
辞
で
「
こ

の
２
年
間
は
両
親
を
中
心
と

し
た
家
族
の
一
員
で
あ
っ
た

皆
さ
ん
が
、
自
分
の
軌
道
を

持
ち
、
輝
き
始
め
る
最
初
の

ス
テ
ッ
プ
で
し
た
。
共
通
の

趣
味
や
考
え
方
を
持
つ
仲

間
、
教
員
や
地
域
の
皆
さ
ん

と
の
出
会
い
を
大
事
に
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
新
し
い

軌
道
を
描
い
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
た
。

ま
た
、
中
国

か
ら
の
留
学

生
１３
人
に
「
大
変
苦
労
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
若
い
時

代
に
外
国
で
学
ぶ
こ
と
が
で

き
た
幸
せ
を
か
み
し
め
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
美
唄
の
地
で

学
ん
だ
こ
と
、
地
域
の
皆
さ

ん
の
温
か
い
支
援
を
忘
れ

ず
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
、
最
後
に
「
進

学
さ
れ
る
皆
さ
ん
は
、
問
題

意
識
を
持
っ
て
能
動
的
、
積

極
的
に
研
究
を
進

め
て
く
だ
さ
い
。

就
職
や
家
業
後
継

で
社
会
に
出
ら
れ

る
皆
さ
ん
は
、
地

域
や
社
会
全
体
の

こ
と
を
考
え
て
行

動
し
て
く
だ
さ

い
」
と
結
ん
だ
。

来
賓
祝
辞
で

は
、
湯
浅
常
務
理

事
、
美
唄
市
の
板

東
知
文
副
市
長
、
甘
竹
秀
雄

専
修
大
学
校
友
会
長
が
卒
業

生
を
激
励
。
続
い
て
、
在
学

生
を
代
表
し
て
学
生
自
治
会

委
員
長
の
藤
田
真
さ
ん
（
み

ど
り
１
・
北
海
道
真
狩
高
）

が
贈
る
言
葉
を
、
卒
業
生
を

代
表
し
て
笹
浪
聖
子
さ
ん

（
商
経
・
北
海
道
美
幌
農
業

高
）
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

た
。式

終
了
後
、
学
科
ご
と
に

教
室
へ
移
動
し
、
足
達
健
夫

・
み
ど
り
の
総
合
科
学
科

長
、
森
山
軍
治
郎
・
商
経
社

会
総
合
学
科
長
か
ら
、
一
人

ひ
と
り
に
学
位
記
が
手
渡
さ

れ
た
。
そ
の
後
も
研
究
室
や

１
号
館
ホ
ー
ル
な
ど
で
、
仲

間
や
恩
師
と
の
別
れ
を
惜
し

ん
で
記
念
写
真
を
撮
影
す
る

風
景
が
続
き
、
卒
業
生
た
ち

は
感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
思

い
出
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
後
に

し
た
。

２
０
１
０
年
度
の
専

修
大
学
北
海
道
短
期
大

学
卒
業
式
が
３
月
５

日
、
本
学
体
育
館
で
挙

行
さ
れ
た
。
今
年
度
は

み
ど
り
の
総
合
科
学
科

５１
人
、
商
経
社
会
総
合

学
科
６８
人
、
両
学
科
合

わ
せ
て
１
１
９
人
（
卒

業
生
累
計
１
１
９
２
９

人
）
が
短
期
大
学
士
の

学
位
を
取
得
。
卒
業
生

た
ち
は
参
列
し
た
多
く

の
父
母
や
来
賓
、
教
職

員
か
ら
温
か
い
祝
福
を

受
け
な
が
ら
、
学
窓
を

飛
び
立
っ
た
。

◀

寺
本
学
長
か
ら
学
位

記
を
受
け
取
る
学
科

総
代
の
山
川
さ
ん

学
生
自
治
会
主
催
に
よ
る

「
平
成
２２
年
度
卒
業
パ
ー
テ

ィ
ー
」
が
セ
ベ
ッ
ク
会
館
１

階
の
食
堂
で
初
め
て
開
催
さ

れ
た
。
式
を
終
え
た
ば
か
り

の
卒
業
生
を
は
じ
め
、
ご
父

母
や
教
職
員
が
参
加
。
在
学

生
た
ち
が
企
画
し
た
ゲ
ー
ム

や
卒
業
生
た
ち
の
活
動
を
ま

と
め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
を

楽
し
み
、
笑
顔
で
晴
れ
の
門

出
を
祝
っ
た
。

み
ど
り
の
総
合
科
学
科

久
保
崇
ゼ
ミ
、
栃
木
県
宇
都

宮
白
楊
高
∥
家
業
後
継

み
ど
り
の
総
合
科
学
科

布
川
雅
典
ゼ
ミ
、
栃
木
県
黒

羽
高
∥
社
名
渕
み
ど
り
牧
場

商
経
社
会
総
合
学
科

石
坂
信
一
郎
ゼ
ミ
、
山
形
県

山
形
市
立
商
業
高
∥
専
修
大

学
商
学
部
会
計
学
科

商
経
社
会
総
合
学
科

山
田
正
範
ゼ
ミ
、
北
海
道
滝

川
高
∥
専
修
大
学
経
済
学
部

経
済
学
科

商
経
社
会
総
合
学
科

相
田
愼
一
ゼ
ミ
、
北
海
道
札

幌
西
陵
高
∥
専
修
大
学
経
済

学
部
経
済
学
科

２
月
２８
日
か
ら
３
月
２
日

ま
で
、
長
野
県
白
馬
岩
岳
ス

キ
ー
場
で
開
催
さ
れ
た
全
国

学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大
会
基
礎

ス
キ
ー
の
部
で
、
ス
キ
ー
部

の
後
藤
勇
樹
さ
ん
（
み
ど
り

２
・
北
海
道
富
良
野
緑
峰

高
）
が
８
位
に
入
賞
し
た
。

同
競
技
に
は
、
全
国
か
ら

８
３
６
人
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
本
学
か
ら
も
５
人
が
出

場
。
予
選
、
本
選
を
突
破
し

た
上
位
３
０
０
人
に
よ
る
決

勝
に
後
藤
さ
ん
、
秋
山
直
人

さ
ん
（
み
ど
り
２
・
北
海
道

遠
別
農
業
高
）
、
斎
藤
佑
馬

さ
ん
（
み
ど
り
１
・
秋

田
県
鷹
巣
農
林
高
）
が

進
出
。
雨
が
降
る
悪
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な

か
、
後
藤
さ
ん
は
２
年

次
生
と
し
て
ト
ッ
プ
の

好
成
績
を
残
し
た
。

◇
特
別
研
修
期
間
に
つ
い
て

前
期
授
業
期
間
（
４
／
１１
～
８
／
５
）
の
う

ち
、
５
月
２
日（
月
）か
ら
５
月
６
日
（
金
）
ま

で
は
特
別
研
修
期
間
と
な
り
ま
す
。
期
間
中
は

全
学
科
の
授
業
お
よ
び
、
窓
口
業
務
を
行
い
ま

せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇
振
替
休
日
に
つ
い
て

祝
日
の
う
ち
、
次
の
４
日
間
は
通
常
授
業
を

実
施
し
、
振
替
休
日
を
設
け
ま
す
（
↓
以
下
が

振
替
日
）。

・
４
月
２９
日
（
金
）
↓
５
月
６
日
（
金
）

・
７
月
１８
日
（
月
）
↓
５
月
２
日
（
月
）

・
９
月
１９
日
（
月
）
↓
１１
月
２１
日
（
月
）

・
１０
月
１０
日
（
月
）
↓
１１
月
２２
日
（
火
）

※
ニ
ュ
ー
ス
専
修
へ
の
掲
載
が
５
、
７
、
９
、

１１
、１
、３
月
の
年
６
回
に
変
わ
り
ま
す
。

依

願

退

職

石
川

幸
男
（
い
し
か
わ

・
ゆ
き
お
）
み
ど
り
の
総
合

科
学
科
教
授
∥
在
職
２４
年
。

担
当
は
植
物
生
態
学
、
生
態

調
査
、
樹
木
学
な
ど
。

石
坂

信
一
郎
（
い
し
ざ

か
・
し
ん
い
ち
ろ
う
）
商
経

社
会
総
合
学
科
教
授
∥
在
職

１９
年
。
担
当
は
初
級
・
中
級

簿
記
、
簿
記
原
理
、
会
計
学

な
ど
。

金

成
洙
（
き
む
・
そ
ん

す
）
商
経
社
会
総
合
学
科
准

教
授
∥
在
職
７
年
。
担
当
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
論
、
商
学

概
論
、
販
売
管
理
な
ど
。

笑顔で門出を祝う

▲ 景品をゲット

▲ 初開催されたパーティー

卒業パーティー

▲ 盛り上がりを見せた

ジャンケン大会

学生自治会主催

１１９
人
に
学
位
記

オオリリジジナナルルのの新新ししいい軌軌道道描描ここうう

▲ 別れを惜しんで記念撮影

▲ 贈る言葉を述べる学生自治会委

員長の藤田さん

問
題
意
識
持
っ
て
研
究
・
社
会
貢
献
を

全
国
学
生
岩
岳
ス
キ
ー
大
会
・
基
礎
ス
キ
ー

後
藤
さ
ん
が
８
位
入
賞

▲ 会場には多くの父母らがつめかけた

小橋秀平さん

安孫子哲さん

※
学
科
に
続
き
ゼ
ミ
、
出
身
校
、
進
路

近藤裕美さん

１０年度
卒業式

▲ 入賞した後藤さん

岡田真枝さん

白井悠貴さん

２０１１年度キャンパス情報

川
島
記
念
学
術
賞

学

長

賞

第４８６号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）３月２５日（１３）


